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表紙：「書初めまつり」の入賞・特選作品に
　　選ばれたみなさんが町長・教育長に報告

第１回上牧町保育教育祭り
奈良大立山まつり２０１７
●町民ひろば
●MOSAIC PLAZA 知る･募る･語る
●元気講座
　これならできる！＋10のエクササイズ
　乳がん・子宮頸がん検診は受けましたか？

●元気ガイド
●こちら消費生活相談室です
●図書館通信
●各種相談

第64回　大神神社「書初めまつり」で第64回　大神神社「書初めまつり」で
入賞・特選作品に選ばれたみなさん入賞・特選作品に選ばれたみなさん

2
3
４
６
14
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2広報かんまき　平成 29（2017）年 3月号

特集

かかわった子どもたちから届くかかわった子どもたちから届く
「ありがとう」の言葉が私の活動の原動力　「ありがとう」の言葉が私の活動の原動力　
　　　　　　　　　　ー児童福祉評論家 水谷  修氏が講演ーー児童福祉評論家 水谷  修氏が講演ー

　子どもの貧困や家庭教育の在り方など、子どもたちを取り巻く環境が大きく変化しているなか
で、保育と教育についての支援を目的とした「第１回上牧町保育教育祭り」（主催：社会福祉法人
和光会、後援:上牧町）が１月22日、ペガサスホールで開かれ、保護者や関係者およそ２００人が参
加しました。夜回り先生こと児童福祉評論家の水谷修氏の講演のほか、子どもたちによる鼓隊やダ
ンスの手遊びなども披露されるなど、元気に演技をする子どもたちに客席は和やかな雰囲気に包
まれました。
　「今を生きる子どもたち」と題した水谷氏の講演では、いじめ問題や心の病、健全な体のつくり方
などついて話され、参加者へ「生きる力」という大きなメッセージが伝えられました。

「生きていてよかった、先生ありがとう」
というメールが届いたことを話す水谷氏

教育の現状について会談する ( 右から）
藤﨑和光会理事長、水谷氏、今中町長

ー当日の講演からー
・インターネットやメールでは心情まで伝えられない。相手を傷つけてしまう危険なものでもある・・・。
・免疫力を養うのは食事や生活環境、運動などである。免疫力を高めると強い体ができる。同時に心にも
免疫力が必要である。それを養うと「生きる力」を養う強い心を持つ。

「子どもたちを見守りながら
育てていく。自覚と覚悟を
もって育てていきたい」と話
す今中町長

日ごろの成果を発表する園児のみなさん。
堂々と演奏をする姿が凛々しく感じました。

「子どもと一緒にみんなが育っ
ていくことが肝要。勇気と粘り
のいることだがやっていきた
い」と話す藤﨑和光会理事長
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広報かんまき　平成 29（2017）年 3月号3

町
民
ひ
ろ
ば

特
集

MOSAIC PLAZA

元
気
講
座

元
気
ガ
イ
ド

図
書
館
通
信

特集

特
集

特集

奈良大立山まつり２０１７

審査員特別賞を受賞された
  商工会女性部のみなさん

かんまき笹ゆりボール豆乳スープ

　　　　～チーズ風味～

　北葛城郡への移住促進を目的に、郡内４町が連携して取り組んでいる移住促進事
業「すむ・奈良・ほっかつ！～移住プロジェクト～」の一環として、１月28日、
29日の両日、県内外からの来場者で賑わう「奈良大立山まつり2017」に「魅力
体験イベントブース」を出展し、「北葛城」の魅力をアピールしました。
　本プロジェクトの最後となる「魅力体感イベント」でしたが、抽選で各町にちな
んだ地元スイーツやグッズが当たるとあって好評で、盛況のうちに終えることがで
きました。
　イベントでは、地域内外にお住まいのかたがたのニーズを把握するため、アンケー
トによる意識調査を実施したところ、２日間で延べ約１，６００人ものみなさんに回
答いただき、改めて「北葛城」の魅力や移住プロジェクトへの関心の高さを感じま
した。
　今年度は、大阪市内での移住説明会とほっかつ回遊ツアーの実施を残すのみとな
り、今後については、今年度の取り組みの効果検証やアンケート結果などをもとに、
来年度の取り組みについて検討することとしています。

ほ
っ
か
つ「
魅
力
体
験
イ
ベ
ン
ト
」に

ほ
っ
か
つ「
魅
力
体
験
イ
ベ
ン
ト
」に

１
６
０
０
人

１
６
０
０
人

　奈良の冬の誘客イベント「大立山まつり」が１月25日からの５日間行われ、
訪れた来場者へのおもてなしの一環として、県と県内の市町村が協働で「大立
山もてなし市」および「あったかもんグランプリ」が開催され、各市町村がそれ
ぞれに自慢の料理を出店しました。
　上牧町からは「大立山もてなし市」では上牧町味一の会が「軍

しゃも

鶏汁」を、「あっ
たかもんグランプリ」では上牧町商工会女性部が「かんまき笹ゆりボール豆乳
スープ～チーズ風味～」をそれぞれ初出店し、上牧町商工会女性部が審査員特
別賞を受賞しました。

審査員特別賞受賞

上
牧
町
商
工
会
女
性
部

上
牧
町
商
工
会
女
性
部

審
査
員
特
別
賞
受
賞

審
査
員
特
別
賞
受
賞

　　　 軍
しゃも

鶏汁
～上牧町味一の会～

抽選会に並ぶ来場者 アンケート調査の様子
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4広報かんまき　平成 29（2017）年 3月号

今中町長に答申書を手渡す中山会長
(中央 ) と鶴谷副会長 (左端 )

町民町民町民
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

Chomin Hiroba
　

１
月
30
日(

月
）、
上
牧
町
第
５
次
総

合
計
画
審
議
会
の
中
山
会
長
か
ら
今
中
町

長
に
上
牧
町
第
５
次
総
合
計
画(

案)

に

関
す
る
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
５
次
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

は
、
庁
内
組
織
と
し
て
職
員
で
組
織
し
た

策
定
委
員
会
が
ま
と
め
た
案
を
審
議
会
が

順
次
審
議
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
進
め
て

き
た
も
の
で
す
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
策
定
員
会
を
８

回
、
審
議
会
を
10
回
開
催
し
、
ま
た
、
町

民
３
，
０
０
０
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
町
民
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
、

団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
審
議
会
に

お
い
て
も
一
般
公
募
に
よ
る
町
民
の
か
た

を
交
え
て
審
議
す
る
こ
と
が
で
き
、
十
分

に
町
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
取
り
入
れ
て

策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
審
議
会
に
お
い
て
慎
重
な

審
議
の
結
果
、
概
ね
妥
当
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
、今
回
の
答
申
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
本
町
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

の
柱
と
し
て
「
ほ
ほ
笑
み
あ
ふ
れ
る　

和

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
、
町

上
牧
町
第
５
次
総
合
計
画（
案
）に
関
す
る
答
申
に
つ
い
て

上
牧
町
第
５
次
総
合
計
画（
案
）に
関
す
る
答
申
に
つ
い
て

　

上
牧
第
三
小
学
校
の
３
年
生
の
児
童
61
人

が
2
月
３
日
、町
内
の
古
民
家
を
訪
れ
、明
治
・

大
正
・
昭
和
期
に
使
用
さ
れ
て
い
た
生
活
道

具
な
ど
を
見
学
。

　

テ
レ
ビ
な
ど
で
し
か
見
た
こ
と
が
な
い
籠

や
お
膳
、そ
れ
に
鉄
で
で
き
た
ア
イ
ロ
ン
な
ど

を
興
味
深
く
見
て
い
ま
し
た
。

　

同
校
は
毎
年
、３
年
生
が
学
習
す
る
社
会
科

「
昔
の
道
具
と
人
々
の
く
ら
し
」の
な
か
で
、実

際
に
見
て
、触
っ
て
、感
じ
て
も
ら
お
う
と
訪

問
し
て
い
ま
す
。

「
１
円
っ
て
お
札
だ
っ
た
の

「
１
円
っ
て
お
札
だ
っ
た
の
??
」」

昔
の
生
活
を
知
る　

古
民
家
見
学

昔
の
生
活
を
知
る　

古
民
家
見
学

全
体
が
一
丸
と
な
り
、
よ
り
良
い
上
牧
町

に
な
る
よ
う
効
果
的
か
つ
計
画
的
な
施
策

を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

審議会の様子

熱心に説明を聞く児童のみなさん

　

２
月
４
日
、上
牧
第
１
保
育
所
に
お
い

て
「
生
活
発
表
会
」が
開
催
さ
れ
、園
児
た

ち
は
、保
護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に
み

て
も
ら
お
う
と
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し

て
き
た
歌
や
ダ
ン
ス
、劇
な
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

年
長
組
に
よ
る
劇
「
わ
ら
し
べ
ち
ょ
う

じ
ゃ
」で
は
、園
児
た
ち
の
関
西
弁
の
可
愛

ら
し
い
セ
リ
フ
に
会
場
か
ら
は
笑
み
が
こ

ぼ
れ
、保
護
者
か
ら
は
「
子
ど
も
の
成
長

元
気
い
っ
ぱ
い

元
気
い
っ
ぱ
い

発
表
で
き
ま
し
た

発
表
で
き
ま
し
た

　

ー
上
牧
第
１
保
育
所
ー

　

ー
上
牧
第
１
保
育
所
ー

凛々しく披露する
年長組のみなさん

笑みがこぼれた
「わらしべちょうじゃ」

を
感
じ
、涙
が
あ
ふ

れ
て
き
た
」と
凛
々

し
く
成
長
し
た
園
児

た
ち
の
姿
に
胸
を
熱

く
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
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広報かんまき　平成 29（2017）年 3月号5

町
民
ひ
ろ
ば

MOSAIC PLAZA

元
気
講
座

元
気
ガ
イ
ド

図
書
館
通
信

特
集

町
民
ひ
ろ
ば

義
援
金
募
金
活
動

義
援
金
募
金
活
動

〜
上
牧
町
赤
十
字
奉
仕
団
〜

〜
上
牧
町
赤
十
字
奉
仕
団
〜

　

昨
年
12
月
22
日
に
新
潟
県
糸
魚
川
市
で

発
生
し
た
大
規
模
火
災
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
か
た
が
た
を
支
援
す
る
た
め
、上
牧
町

赤
十
字
奉
仕
団
は
、1
月
22
日
、ア
ピ
タ
西

大
和
店
に
お
い
て
義
援
金
募
金
活
動
を

行
い
ま
し
た
。こ
の
日
集
ま
っ
た
義
援
金

２
８
，２
６
８
円
は
、日
本
赤
十
字
社
奈
良

県
支
部
に
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

　  募金の呼びかけをする
上牧町赤十字奉仕団のみなさん

　

化
学
薬
剤
な
ど
に
よ
る
テ
ロ
を
想
定
し
た
訓
練
が
、２
月
16
日
、さ
さ
ゆ
り
台
の
大
型
商

業
施
設
ア
ピ
タ
西
大
和
店
で
行
わ
れ
、県
広
域
消
防
組
合
を
は
じ
め
西
和
消
防
署
員
、県
警

本
部
機
動
隊
員
、西
和
警
察
署
員
、施
設
の
従
業
員
な
ど
お
よ
そ
２
０
０
人
が
訓
練
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、生
物
剤
お
よ
び
化
学
薬
剤
に
よ
り
特
殊
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、そ
の
特

異
な
危
険
性
を
考
慮
し
、消
防
部
隊
が
保
有
す
る
資
機
材
を
最
大
限
に
活
用
し
、被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
と
同
時
に
、隊
員
の
知
識
技
術
の
向
上
お
よ
び
関
係
機
関
相
互
の
連
携
の

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、同
店
内
に
お
い
て
異
臭
及
び
液
体
が

流
出
し
、買
い
物
客
や
従
業
員
が
体
調
不
良
を
訴
え
る
な
ど
要
救
助
者
が
多
数
発
生
し
た
こ

と
を
想
定
。１
１
９
番
通
報
を
受
け
た
消
防
隊
員
や
県
警
機
動
隊
員
ら
が
駆
け
つ
け
、防
護

服
を
着
た
隊
員
が
液
体
の
ふ
き
取
り
や
、除
染
、救
助
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

テ
ロ
を
想
定
し
た
特
殊
災
害
訓
練

テ
ロ
を
想
定
し
た
特
殊
災
害
訓
練

　

―
官
民
合
同
で
連
携
強
化
を
図
る
―

　

―
官
民
合
同
で
連
携
強
化
を
図
る
―

液体をふき取る隊員

現場の指揮をとる
現場指揮本部

ＤＭＡＴによるトリアージを受ける負傷者

倒れた人を救助する隊員

負傷者を除染する隊員
救急搬送される負傷者

パネルで指示を
する隊員
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6広報かんまき　平成 29（2017）年 3月号

MOSAIC
PLAZA

モ
ザ
イ
ク

プ
ラ
ザ

知る･募る･語る
上
牧
町
議
会
第
１
回
定
例
会

３
月
７
日
開
催
予
定

　

第
１
回
上
牧
町
議
会
定
例
会
は
、
３
月

７
日(

火)

の
午
前
10
時
か
ら
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。
日
程
に
つ
い
て
は
、
３
月

３
日(

金)

午
前
10
時
開
催
予
定
の
議
会

運
営
委
員
会
で
決
ま
り
ま
す
。

▼
問
合
先　

議
会
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
役
場
内
線
３
０
４
番

★
町
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て

　

町
税
や
保
険
料
な
ど
の
納
付
は
、
み
な

さ
ん
自
身
が
自
主
的
に
納
期
限
ま
で
に
納

付
す
る
「
自
主
納
付
」
が
基
本
で
す
。
納

付
に
は
、
納
付
書
に
よ
り
納
付
場
所(

納

付
書
に
記
載)

で
納
め
る
方
法
と
、
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
が
あ
り
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
た
町
税
や
保
険
料
な
ど
に
は

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
手
数
料
や
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な

い
口
座
振
替
を
お
薦
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
事
の
都
合
や
家
庭
の
事
情
な

ど
で
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
場
合

は
、
早
め
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

▼
申
込
方
法　

申
込
書
、
通
帳
、
届
出
印

　

鑑
を
持
っ
て
、
金
融
機
関
の
窓
口
で
手

　

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
完
了
ま
で
、
３
週
間
以
上
必
要

　

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
振
替
日　

各
納
期
限
月
の
末
日(

末
日

　

が
休
日
・
祝
祭
日
の
場
合
は
、翌
営
業
日
）

▼
問
合
先　

徴
収
課　

　
　
　
　
　

☎
役
場
内
線
１
２
５
番

　

上
牧
町
文
化
協
会
で
は
、
中
央
公
民
館

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
役
場
で
作
品
の
発
表

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
中
央
公
民
館　

◎
３
月
24
日(

金)

ま
で

・
西
大
和
水
彩
画
ク
ラ
ブ(

展
示
ギ
ャ
ラ

　

リ
ー)

・
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー(

陳

　

列
ケ
ー
ス)

◎
３
月
24
日(

金)

か
ら
４
月
28
日(

金)

　

ま
で

・
書
道
ク
ラ
ブ
遊
墨
会(

展
示
ギ
ャ
ラ

　

リ
ー)

・
ま
き
の
は
陶
芸
ク
ラ
ブ
火
曜
日(

陳
列

　

ケ
ー
ス)

★
役　

場　

◎
４
月
７
日(

金)

ま
で

・
油
絵
サ
ン
デ
ー
パ
レ
ッ
ト

　

各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　

は
中
央
公
民
館
ま
で
。

▼
問
合
先　

中
央
公
民
館　

　
　
　
　
　

☎
76
―
３
６
１
０

　

親
子
で
い
ろ
ん
な
化
石
を
、
見
て
、
さ

わ
っ
て
、
勉
強
し
て
い
た
だ
く
楽
し
い
講

座
で
す
。

▼
と　

き　

３
月
25
日(

土)

午
前
10
時

　

か
ら
12
時
ま
で

▼ 

と
こ
ろ　

役
場
西
館
３
階　

集
会
室

▼
講　

師　

菅
野
耕
三
さ
ん(

大
阪
教
育

　

大
学
名
誉
教
授)

▼
定　

員　

先
着
20
組
・
40
名

　
　
　
　
　

(

保
護
者
含
む)

▼
対　

象　

小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生

※
３
月
１
日
時
点
。

　

必
ず
保
護
者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法　

３
月
６
日(

月)

か
ら
17

　

日(

金)

ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30
分

　

か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
社
会
教
育
課
ま

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
・
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
受
付
可
。

▼
問
合
先　

社
会
教
育
課　

　
　
　
　
　

☎
役
場
内
線
５
１
６
番

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
76
―
１
１
９
９

　

水
道
施
設
の
高
圧
受
電
設
備
の
精
密
点

検
に
伴
い
、
次
の
日
時
に
自
家
発
電
設
備

に
よ
る
配
水
ポ
ン
プ
の
運
転
で
給
水
を
行

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
内
の
全
給
水
地
区
（
片

岡
台
は
除
く
）
で
一
時
的
に
水
圧
の
低
下

や
、
高
台
の
地
域
で
は
断
水
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
設
備
の
故
障
な

ど
に
よ
る
断
水
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
も
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と　

き　

３
月
23
日(

木
）
午
前
１
時

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

楽
し
い
科
学
講
座
開
催

〜
化
石
レ
プ
リ
カ
を
作
ろ
う
〜

文
化
協
会
作
品
発
表
会

町
税
や
保
険
料
な
ど
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

水
道
の
一
時
的
水
圧
低
下
と

断
水
の
お
知
ら
せ

三葉虫の化石

アンモナイトの化石
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町
民
ひ
ろ
ば

特
集

MOSAIC PLAZA

元
気
講
座

元
気
ガ
イ
ド

図
書
館
通
信

MOSAIC PLAZA

　

か
ら
４
時
ま
で(

夜
間
）

▼
問
合
先　

上
下
水
道
課(

上
水
道
係
）

　
　
　
　
　

☎
76
―
４
５
９
９

　

臨
時
福
祉
給
付
金(

経
済
対
策
分)

を

実
施
し
ま
す
。
昨
年
９
月
か
ら
本
年
１
月

ま
で
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
給
付
金
と
は

別
の
給
付
金
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
あ
て
は

　

ま
る
か
た
が
支
給
対
象
者
で
す
。

・
平
成
28
年
度
分
の
住
民
税(

均
等
割
）

　

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
か
た

・
住
民
税(

均
等
割)

が
課
税
さ
れ
て
い

　

る
か
た
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な
い

　

か
た

・
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い
か
た

▼
支
給
金
額　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き

　
　
　
　
　
　

１
５
，
０
０
０
円

※
１
回
限
り
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

▼
提
出
書
類　

申
請
書
・
本
人
確
認
書
類

　
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
の

　

写
し
・
指
定
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類

　
（
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）
の
写

　

し
・
代
理
申
請
の
場
合
は
代
理
人
の
本

　

人
確
認
書
類
の
写
し

※
世
帯
員
を
含
む
申
請
者
全
員
の
本
人
確

　

認
書
類
の
写
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
を
上
牧

町
で
申
請
さ
れ
、
本
給
付
金
に
お
い
て

も
同
じ
口
座
を
指
定
さ
れ
る
場
合
は
指

定
口
座
確
認
書
類
の
写
し
は
不
要
で
す
。

▼
手
続
き　

３
月
中
旬
に
対
象
と
思
わ
れ

　

る
か
た
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。　

 

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
郵
送

　

ま
た
は
窓
口
に
て
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
先
は
、
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点

　

で
、
住
民
基
本
台
帳
の
登
録
の
あ
る
市

　

区
町
村
で
す
。
申
請
方
法
は
市
区
町
村

　

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
支
給
方
法　

申
請
書
記
載
の
指
定
口
座

　

に
入
金
し
ま
す
。

※
受
付
後
の
審
査
に
よ
り
支
給
で
き
な
い

　

場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
不
支

　

給
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

▼
申
請
期
間　

３
月
21
日(
火)

か
ら
８

　

月
31
日(

木)

ま
で

▼
申
請
・
問
合
先　

役
場
１
階　

臨
時
福

　

祉
給
付
金
窓
口（
３
番
窓
口
福
祉
課
の
隣
）

　

☎
76
―
４
８
０
０
・
76
―
４
８
０
１

★
給
付
を
装
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や

　
「
個
人
情
報
の
詐
取
」
に
ご
注
意
く
だ

　

さ
い
。

　

給
付
金
の
支
給
に
当
た
り
、
上
牧
町
や

　

厚
生
労
働
省
な
ど
の
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

　

操
作
を
お
願
い
し
た
り
、
手
数
料
の
振

　

込
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
と　

き　

３
月
24
日(

金)

午
後
１
時

　

30
分
か
ら

▼
と
こ
ろ　

２
０
０
０
年
会
館　

２
階

　
　
　
　
　

会
議
室
１

▼
審
議
内
容

１　

今
年
度
の
事
業
実
績
に
つ
い
て

２　

次
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

３　

そ
の
他

▼
傍
聴
手
続
き

１　

傍
聴
希
望
者
は
、
会
議
の
開
催
予
定

時
刻
の
30
分
前
か
ら
10
分
前
ま
で
に
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
受

付
を
行
い
ま
す
の
で
、
名
前
な
ど
を
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

２　

傍
聴
席
に
は
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の

　

で
、先
着
10
名
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

３　

会
場
内
に
は
、
委
員
会
の
許
可
を
得

　

た
う
え
で
入
室
い
た
だ
き
ま
す
。

※
議
事
進
行
中
、
個
人
情
報
な
ど
の
取
り

　

扱
い
に
よ
り
、
会
議
を
非
公
開
と
す
る

　

措
置
を
講
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

ご
了
承
願
い
ま
す
。

▼
問
合
先　

生
き
活
き
対
策
課　

地
域
包

　

括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
79
―
２
０
２
０

▼
と　

き　

３
月
27
日(

月) 

午
後
１
時  

　

30
分
か
ら
３
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　

２
０
０
０
年
会
館  

　
　
　
　
　

調
理
実
習
室

▼
内　

容　

チ
ー
ズ
入
り
パ
ン
ケ
ー
キ
、

　

か
ぼ
ち
ゃ
ジ
ャ
ム
の
ロ
ー
ル
サ
ン
ド

　

※
今
年
度
中
は
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

▼
対
象
者　

４
歳
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で

　

の
親
子
20 

名

※
今
年
度
中
１
回
の
み
の
受
講
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
材
料
費　

大　

人　

２
０
０ 

円

　
　
　
　
　

子
ど
も　

１
０
０ 

円

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、　

手

　

拭
き
タ
オ
ル

▼
申
込
方
法　

３
月
６
日(

月)

午
前
８

　

時
30
分
か
ら
生
き
活
き
対
策
課
窓
口
ま

　

た
は
、電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　
　

生
き
活
き
対
策
課

　
　
　
　
　
　

☎
79
―
２
０
２
０

臨
時
福
祉
給
付
金(

経
済
対

策
分)

の
ご
案
内

上
牧
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
の
開
催
に

つ
い
て

親
子
で
作
る

お
や
つ
教
室
開
催

かんまき３月号7校.indd   7かんまき３月号7校.indd   7 17/02/23   17:3417/02/23   17:34



8広報かんまき　平成 29（2017）年 3月号

　

子
供
の
未
来
応
援
国
民
運
動
推
進
事
務

局
で
は
、
い
わ
ゆ
る
貧
困
の
連
鎖
の
解
消

を
目
指
し
て
、
子
供
の
未
来
応
援
基
金
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う

ち
の
「
こ
ど
も
の
み
ら
い
古
本
募
金
」
と

「
子
供
の
未
来
応
援
『
お
宝
エ
イ
ド
』」
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
あ
な
た
の「
本
・

お
宝
」
が
、
学
び
の
機
会
や
衣
食
住
が
十

分
で
な
い
貧
困
の
状
況
に
あ
る
子
ど
も
へ

の
支
援
に
つ
な
が
り
ま
す
。ご
自
宅
に「
読

み
終
え
た
本
」
や
「
使
わ
な
い
お
宝
」
が

眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

《
こ
ど
も
の
み
ら
い
古
本
募
金
》

▼
内　

容　

読
み
終
え
た
本
を
寄
付
し
て

　

い
た
だ
く
と
、
本
の
査
定
額
が
全
額
寄

　

付
さ
れ
ま
す
。

▼
方　

法　

①
本
を
段
ボ
ー
ル
箱
に
梱
包
し
、
贈
与
承

　

諾
書(

申
込
書)

を
記
入
の
う
え
、
本

　

と
一
緒
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

②
提
携
会
社
バ
リ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
ス
へ
電
話
。

　

集
荷
希
望
日
時
を
伝
え
ま
す
。

③
宅
配
業
者
が
指
定
の
時
間
に
本
の
集
荷

　

に
来
ま
す
。

④
提
携
会
社
に
て
本
が
買
い
取
ら
れ
、
買

　

い
取
り
金
額
が
全
額
寄
付
さ
れ
ま
す
。

▼
注
意
事
項

・
合
計
５
点
以
上
か
ら
送
料
が
無
料
に
な

　

り
ま
す
。

・
書
籍
は
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
が
つ
い
て
い
る
も
の

　

に
限
り
ま
す
。

※
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
と
は
、
世
界
標
準
図
書(

書

　

籍)

番
号
で
す
。
書
籍
の
裏
表
紙
等
に

　

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

・ 

書
籍
以
外
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、Ｃ
Ｄ
ア
ル
バ
ム
、

　

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
も
対
象
で
す
。

・
古
書
、
マ
ン
ガ
雑
誌
、
百
科
事
典
、
ソ

　

フ
ト
や
デ
ィ
ス
ク
が
ひ
ど
く
損
傷
し
て

　

い
る
も
の
は
対
象
外
で
す
。

・
贈
与
契
約
書(

申
込
書)

は
、
こ
ど
も

　

の
み
ら
い
古
本
募
金
Ｈ
Ｐ
に
て
取
得
で

　

き
ま
す
。

▼
問
合
先　

㈱
バ
リ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
ス

　

☎
０
１
２
０
―
８
２
６
―
２
９
５

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で(

日
曜

　

日
は
午
後
５
時
ま
で
）

　

http://www.books-kodom
onom

irai.jp/

《
子
供
の
未
来
応
援
「
お
宝
エ
イ
ド
」》

▼
内　

容　

ご
自
宅
に
眠
る
「
お
宝
」
を

　

寄
付
し
て
い
た
だ
く
と
、
そ
の
査
定
額

　

に
10
％
上
乗
せ
し
た
金
額
が
全
額
寄
付

　

さ
れ
ま
す
。

▼
方　

法　
　

①
贈
与
承
諾
書
に
記
入
の
う
え
、「
お
宝
」

　

と
本
人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー
と
一
緒
に

　

梱
包
し
ま
す
。

②
ゆ
う
パ
ッ
ク(

日
本
郵
政)

の
着
払
い

　

で
の
集
荷
を
依
頼
し
ま
す
。

③
査
定
額
に
10
％
上
乗
せ
し
た
金
額
が
全

　

額
寄
付
さ
れ
ま
す
。

▼
注
意
事
項　
　

・
着
払
い
伝
票
の
品
名
に
は
「
子
ど
も
の

　

未
来
応
援
宛
『
お
宝
エ
イ
ド
』」
と
お

　

書
き
く
だ
さ
い
。

・
贈
与
承
諾
書
は
、
お
宝
エ
イ
ド
Ｈ
Ｐ
に

　

て
取
得
で
き
ま
す
。

・
お
宝
の
品
目
は
、
切
手
、
商
品
券
、
テ

　

レ
カ
、
記
念
コ
イ
ン
、
レ
ト
ロ
の
お
も

　

ち
ゃ
、
ブ
リ
キ
の
玩
具
、
楽
器
な
ど
が

　

対
象
で
す
。
そ
の
他
の
品
目
に
つ
い
て

　

は
、問
合
先
へ
直
接
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
送
付
先
・
問
合
先　

　

お
宝
エ
イ
ド　

受
付
セ
ン
タ
ー

　

〒
１
５
３
―
０
０
６
３　

東
京
都
目
黒

　

区
目
黒
３
―
８
ー
10 

お
買
取
屋
さ
ん

　

目
黒
山
手
通
り
店
内 
お
宝
エ
イ
ド
受

　

付
セ
ン
タ
ー

　

☎
03
―
５
７
１
９
ー
６
６
６
５

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

　   http://otakara-aids.com
/program

/

　

kodom
onom

irai.htm
l

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
国
保
の

被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
で
あ

り
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の
受
診

券
で
も
あ
り
ま
す
。
大
切
に
取
り
扱
い
く

だ
さ
い
。

①
記
載
内
容
に
誤
り
が
無
い
か
お
確
か
め

　

く
だ
さ
い
。

②
必
ず
手
元
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。　

③
出
産
・
死
亡
・
他
の
健
康
保
険
へ
の
加

　

入
な
ど
で
資
格
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合

　

は
国
保
の
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

④
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
保
険
証
は
使
用
で

　

き
ま
せ
ん
。

　

現
在
使
用
中
の
保
険
証
は
４
月
１
日
以

　

降
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
保
険
証
の

　

更
新
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
か
た
に
つ
い

　

て
は
、
３
月
下
旬
に
郵
送(

簡
易
書
留

　

郵
便)

に
よ
り
交
付
し
ま
す
の
で
、
有

　

効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
ご
自
身
で

　

処
分
願
い
ま
す
。

子
供
の
未
来
応
援
基
金
へ
の

ご
協
力
に
つ
い
て

国
保
の
保
険
証
の
更
新
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簡
易
書
留
郵
便
は
、
受
け
取
り
に
印

鑑
が
必
要
で
す
。
配
達
日
に
ご
不
在
の

場
合
は
、
郵
便
物
の
お
預
か
り
の
お
知

ら
せ
が
投
函
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
に
し
た
が
っ
て
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。
１
週
間
の
保
管
期
限
経
過
後
は
役

場
に
返
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
後
は

免
許
証
な
ど
の
身
分
確
認
書
を
お
持
ち

の
う
え
で
、
国
保
の
窓
口
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

保
険
証
更
新
の
お
知
ら
せ
は
が
き
が

届
い
た
か
た
は
、
３
月
16
日
か
ら
31
日

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）
に
役
場
１
階
徴
収

課
で
保
険
証
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

▼
問
合
先　

　

保
険
年
金
課

　

☎
役
場
内
線
１
２
２
・
１
７
０
番　

　

徴
収
課　

　

☎
役
場
内
線
１
２
５
・
１
５
５
番

　
「
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
ぷ
ら
っ
と
」
で
認
知
症
カ

フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。″
お
れ
ん
ぢ
カ

フ
ェ
〞
は
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
の

人
が
相
談
、
交
流
が
で
き
る
場
所
で
す
。

認
知
症
の
こ
と
で
お
悩
み
の
か
た
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
住
民
の
か
た
も
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
と　

き　

3
月
７
日(

火)

午
後
１
時

　

か
ら
３
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
ぷ
ら
っ
と　
　
　

　
　
　
　
　

(

２
０
０
０
年
会
館
内)

▼
参
加
費　

特
に
い
り
ま
せ
ん
が
、
飲
み

　

物
代
な
ど
は
各
自
で
負
担
願
い
ま
す
。

▼
問
合
先　

上
牧
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー　

☎
79
―
２
０
２
０

　

３
月
第
１
日
曜
日
を
「
大
和
川
一
斉
清

掃
」
の
日
と
し
て
、
県
内
流
域
各
地
の
河

川
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
清
掃
活
動
が
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
牧
町
で
も
、
大

和
川
の
支
流
、
滝
川
の
住
民
参
加
に
よ
る

清
掃
活
動
を
呼
び
か
け
、
滝
川
河
川
敷
の

清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
上
牧

町
長
選
挙
の
投
票
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
建
設
係

　

☎
役
場
内
線
２
１
２
・
２
１
４
番

　

奈
良
県
立
西
和
養
護
学
校
で
は
、
知
的

障
害
の
あ
る
幼
児
や
児
童
生
徒
の
保
護
者

の
か
た
に
対
し
、就
学
相
談
や
教
育
相
談
、

体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼ 

問
合
先　

奈
良
県
立
西
和
養
護
学
校

(

窓
口　

教
頭)　

☎
73
―
２
１
１
１

　

学
校
を
卒
業
後
３
年
以
内
で
今
働
い
て

い
な
い
か
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
来
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、「
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
い
う
学
生
な
ど
の
職
業
相
談
を

専
門
に
行
う
担
当
者
が
、「
ひ
と
り
に
し

な
い
」「
あ
き
ら
め
さ
せ
な
い
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
就
職
活
動
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。

　
「
何
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
・
・
・
」
そ
ん
な
不
安
を
自

信
に
変
え
て
い
く
た
め
の
第
一
歩
と
し

て
、
ぜ
ひ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
高
田

　
　
　
　
　

専
門
相
談
部
門

　
　
　
　
　

☎
52
―
５
８
０
１　

43
＃

　

毎
年
３
月
末
は
、
決
算
期
や
自
動
車
税

の
賦
課
期
日
の
終
期
な
ど
に
よ
る
影
響
を

受
け
、
自
動
車
の
検
査
・
登
録
の
各
種
申

請
が
窓
口
に
集
中
し
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
申
請
者
の
み
な
さ
ん
に

は
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
な
ど
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
緩
和
す
る
た
め
、

自
動
車
の
移
転
登
録(

名
義
変
更)

や
抹

消
登
録(

廃
車)

な
ど
の
各
種
手
続
き
お

よ
び
検
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
で
き
る
だ

け
早
期
に
済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
録
お
よ
び
検
査
関
係
の
案
内
に
つ
い

て
は
、
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
に
よ
り
24
時
間

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、近
畿
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

各
種
手
続
き
の
案
内
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

近
畿
運
輸
局
奈
良
運
輸
支
局

　

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
６
３

　

(

音
声
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス)

　

http://w
w
w
tb.m

lit.go.jp/kinki/

〝
お
れ
ん
ぢ
カ
フ
ェ
〞

ひ
ら
き
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

来
て
み
ま
せ
ん
か
？

近
畿
運
輸
局
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

大
和
川
一
斉
清
掃
に
つ
い
て

西
和
養
護
学
校

教
育
相
談
・
体
験
学
習
実
施
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▼
と　

き　

第
１
次
試
験
日

　

体
力
試
験(

実
技
判
定)　

　

４
月
29
日(

土)

、
30
日(

日)

の
う

　

ち
指
定
す
る
１
日

　

教
養
・
論
文
試
験　

５
月
14
日(

日)

▼
受
験
資
格　

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降

　

に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
学
校
教
育
法
に

　

よ
る
大
学(

短
期
大
学
を
除
く)

を
卒

　

業
し
た
か
た
ま
た
は
、
平
成
30
年
３
月

　

末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
か
た

▼
受
付
期
間　

・
郵
送(

簡
易
書
留)

ま
た
は
持
参

　

３
月
６
日(

月)

か
ら
４
月
21
日(

金)

ま
で

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト(

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら)

　

３
月
６
日(

月)

か
ら
４
月
17
日(

月)

ま
で

▼
問
合
・
申
込
先　

　

奈
良
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係　
　

　

〒
６
３
０
―
８
５
７
８

　

奈
良
市
登
大
路
町
80
番
地

　

☎
０
１
２
０
―
３
５
１
―
２
０
４

　

http://w
w
w
.police.pref.nara.jp/

警
察
官(

第
１
回)

採
用
試
験
情
報

　

原
付
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
は
毎
年

４
月
１
日
に
所
有
し
て
い
る
か
た
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
か
た
は
３
月
31
日
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
使
用
し
て
い
な
い
車
が
あ
る
が
、
廃
車

　

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
か
た

★
他
人
に
車
を
譲
っ
た
が
、
名
義
変
更
を

　

し
て
い
な
い
か
た

★
町
外
に
転
出
し
た
が
、
住
所
変
更
を
し

　

て
い
な
い
か
た

▼
問
合
先

・
原
付
バ
イ
ク
な
ど

　

上
牧
町
役
場　

税
務
課

　

☎
役
場
内
線
１
２
３
・
１
４
７
番

・
１
２
５
cc
を
超
え
る
バ
イ
ク

　

奈
良
運
輸
支
局　

　

大
和
郡
山
市
額
田
部
北
町
９
８
１
番
地
の
２

　

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
ー
２
０
６
３

・
軽
自
動
車

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
奈
良
事
務
所

　

大
和
郡
山
市
額
田
部
北
町
９
８
１
番
地
の
３

　

☎
０
５
０
ー
３
８
１
６
ー
１
８
４
５

　
バ
イ
ク
な
ど
の
廃
車
は

３
月
中
に
手
続
き
を
！

《
よ
く
あ
る
質
問
》

Ｑ
１
：
原
付
バ
イ
ク
を
４
月
５
日
に
廃
車

　

し
ま
し
た
が
、
５
月
に
な
っ
て
納
税
通

　

知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
税
金
は

　

か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
１
：
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
毎
年

　

４
月
１
日
現
在
所
有
し
て
い
る
か
た
に

　

課
税
さ
れ
ま
す
。
４
月
２
日
以
降
に
廃

　

車
の
手
続
き
を
し
た
場
合
に
は
、
自
動

　

車
税
の
よ
う
に
月
割
制
度
が
な
い
た
め
、

　

そ
の
年
度
の
税
金
は
減
額
ま
た
は
還
付

　

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ
２
：
４
月
10
日
に
友
人
に
バ
イ
ク
を
譲

　

り
ま
し
た
が
、
５
月
に
な
っ
て
自
分
に

　

納
税
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

バ
イ
ク
は
既
に
自
分
の
手
元
に
な
い
の

　

に
、
税
金
を
納
め
る
必
要
が
あ
る
の
で

　

す
か
。

Ａ
２
：
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
毎
年

　

４
月
１
日
現
在
所
有
し
て
い
る
か
た
に

　

課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
年
度

　

は
あ
な
た
に
課
税
さ
れ
、
翌
年
度
か
ら

　

は
友
人
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

　

す
。
な
お
、
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し

　

な
い
と
、
来
年
度
も
あ
な
た
に
課
税
さ

　

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手

　

続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
３
：
軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
ま
す
が
、

　

車
検
が
切
れ
て
乗
っ
て
い
ま
せ
ん
。
税

　

金
は
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
３
：
軽
自
動
車
税
は
車
検
の
有
無
に
関

　

わ
ら
ず
、
４
月
１
日
現
在
の
登
録
状
況

　

に
よ
り
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
乗
ら
な

　

い
の
で
あ
れ
ば
速
や
か
に
廃
車
の
手
続

　

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
し
な

　

い
と
毎
年
度
課
税
さ
れ
、
納
税
義
務
が

　

生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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住民票・印鑑証明
書を

全国のコンビニで
取得できます

　4月 1日 ( 土 ) から、個人番号カード ( マイナンバーカード ) を
使い、全国のコンビニエンスストア (コンビニ )に設置されている
キオスク端末 (マルチコピー機 )により、住民票の写しや印鑑証明
書を取得できるようになります。
　役場に行かなくても、勤務先や外出先などの最寄りのコンビニで
証明書を取得できますので、この機会にぜひ、個人番号カード (マ
イナンバーカード )の申請をしていただき、コンビニでの証明書交
付をご利用ください。

取得できる証明書
　住民票の写し

上牧町に住民登録がある本人および本人と同一世帯のかた 　200 円
　※住所は最新の住所および前住所までの記載となります。
　※除票の写しは取得できません。
　※住民票コードは記載されません。

 印鑑登録証明書 上牧町で印鑑登録している本人の証明書のみ取得できます。 200 円

★利用できるかた★
上牧町に住民登録があり、利用者証明用電子証明書 (4 ケタの暗証番号 )を搭載した個人番号カー
ド (マイナンバーカード )をお持ちのかた。
※カード申請・交付する際、利用者証明用電子証明書を不要と申請したかたは、電子証明書が搭
載されていませんので利用できません。

MOSAIC PLAZA

注

意

事

項

▼問合先 住⺠課 ☎役場内線１１６番

★コンビニ交付利用時間★
午前6時 30分から午後 11時 00分まで（※年末年始 (12 月 29 日～ 1月 3日 ) を除きます）
★利用できるコンビニ★
全国のセブンイレブン、ローソン、ファミリーマート、サークルKサンクス、ミニストップ

★利用に必要なもの★
個人番号カード (マイナンバーカード）
※利用者証明用電子証明書の暗証番号 (数字 4ケタ )の入力が必要です。
※暗証番号を 3回間違えるとロックがかかり、コンビニ交付ができなく
なります。ロック解除は、個人番号カードを持参し住民課までお越しく
ださい。

★証明書について★
・住民課窓口および片岡台出張所で発行する証明書と用紙が異なります。
・特殊な印刷のため、証明書の出力に時間がかかる場合があります。
・支払・受取などのすべての操作をコンビニエンスストアのキオスク端末 (マルチコピー
　機 )で本人が行うので、他人の目には触れません。
・音声やアラームでお知らせし、証明書の取り忘れを防止します。
・専用の通信ネットワークを利用しているので、個人情報の漏えいを防止できます。
・マルチコピー機で証明書を発行した後は、証明書のデータ記録は自動で消去され、印
刷後に他人が再発行できない機能を備えています。
★返金・交換について★
・証明書の返金・交換はできません。内容をよくご確認のうえ、操作をお願いいたします。
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12広報かんまき　平成 29（2017）年 3月号

　４月から介護保険で、新しい事業「総合事業」が始まります。
　「総合事業」とは、地域全体で高齢者を支える介護保険の新しい仕組みです。
　現在、要支援１・２の人が利用する予防給付のうち、「ホームヘルプ（訪問介護）」と「デイサー
ビス（通所介護）」が、町が実施する事業「総合事業」に移行します。総合事業に変わりますが、
介護の認定を受け、訪問介護・通所介護を利用している人は、４月以降も引き続き同様のサー
ビスを利用できます。
　総合事業開始後は、介護の認定を受けていない方でも地域包括支援センターで実施する「基
本チェックリスト※」の判定を受け、該当すれば訪問型・通所型サービスを受けることができ
ます。

〈対象となる人〉　要支援１・２の人、又は 65歳以上で基本チェックリストに該当した人

※基本チェックリストとは・・・65歳以上を対象に、25項目の質問により日常生活で必要と 
　なる機能の低下の有無を確認するものです。

■総合事業の開始に伴う変更点

 
 

平成 29年 3月まで 平成 29年 4月から

介護給付
（要介護１～要介護５）

◎訪問看護
◎通所リハビリ
◎福祉用具貸与
　　　　　　など
　　　　
◎訪問介護
◎通所介護

介
護
予
防
給
付
（
要
支
援
）

変更なし 介護給付
（要介護１～要介護５）

変更なし

変更あり

介
護
予
防
給
付

（
要
支
援
）

新
・
総
合
事
業

◎訪問看護
◎通所リハビリ
◎福祉用具貸与
　　　　　　など

◎訪問介護
◎通所介護

（相談）地域包括支援センター、担当するケアマネジャーに相談してください。

要介護認定を申請

要支援１・２の人 非該当の人 事業対象者 元気な高齢者

基本チェックリストによる確認

従来の「地域包括支援センター」又は「ケ
アマネジャー」による介護予防サービス
計画ケアマネジメントを実施

「地域包括支援センター」又は「ケアマ
ネジャー」による介護予防ケアマネジ
メントを実施

従来の介護予防給付
　◎訪問看護
　◎通所リハビリ
　◎福祉用具貸与　　など

介護予防・生活支援サービス事業
　◎訪問型サービス
　◎通所型サービス

一般介護予防事業
　◎地域の介護予防、サロン
　◎各介護予防教室
　◎健康づくり教室
　　　　　　　　など

総　合　事　業

■総合事業利⽤の流れ

《問合先》⽣き活き対策課 地域包括⽀援センター   ☎７９－２０２０

４月から介護保険で新しい事業が始まります
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MOSAIC PLAZA

　
「
科
学
捜
査
官
に
な
ろ
う
！
」　

人
の
指

紋
は
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

も
異
な
り
ま
す
。
実
際
に
、
指
紋
検
出
や

Ｄ
Ｎ
Ａ
検
出
に
挑
戦
し
て
、
そ
の
不
思
議

に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
！　

　

み
な
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
♪

▼
と　

き　

４
月
22
日(

土
）　

　

①
午
前
10
時
か
ら
11
時
ま
で

　

②
午
後
０
時
45
分
か
ら
１
時
45
分
ま
で

　

③
午
後
２
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ　

高
山
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ザ
４
階

　
（
学
研
北
生
駒
駅
よ
り
バ
ス
、
サ
イ
エ

　

ン
ス
プ
ラ
ザ
下
車
）

▼
参
加
費　

１
人　

５
０
０
円

▼
対
象
者　

小
学
生(

保
護
者
同
伴
要
）

▼
定　

員　

各
回
20
人　

計
60
人

　
　
　
　
　
（
抽
選
制
）

▼
申
込
方
法　

メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
は
が

　

き
で
、イ
ベ
ン
ト
名
称
、希
望
時
間(

第

　

３
希
望
ま
で
）、
参
加
者
名
前(

フ
リ

　

ガ
ナ
）、
学
校
名
、
学
年
、
住
所(

郵

　

便
番
号
）、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話

　

番
号
を
記
入
し
、
３
月
23
日(

木)

必

　

着
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
受
付
開
始　

３
月
１
日
か
ら
）

▼
申
込
・
問
合
先　

奈
良
先
端
大
支
援
財
団

　

〒
６
３
０
―
０
１
０
１　

　

生
駒
市
高
山
町
８
９
１
６
―
12

　

☎
０
７
４
３
―
72
―
５
８
１
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
３
―
72
―
５
８
１
９

　

kagaku@
science-plaza.or.jp

　

http://w
w
w
.science-plaza.or.jp

※
当
選
通
知
は
、
３
月
30
日
ま
で
に
行
い

　

ま
す
。
落
選
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
。

募　

集

募　

集

第
85
回

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
サ
イ
エ
ン
ス
塾

参
加
者
募
集

広告

　

痛
風
は
血
液
の
尿
酸
値
が
高
い
状
態

（
高
尿
酸
血
症)

が
続
い
た
後
、
突
然
足

の
親
指
の
付
け
根
な
ど
の
関
節
が
赤
く
腫

れ
て
痛
み
ま
す
。
痛
み
は
強
く
、
耐
え
が

た
い
ほ
ど
の
痛
み
で
す
。
風
が
患
部
に
あ

た
る
だ
け
で
も
痛
み
が
強
ま
り
病
名
の
由

来
と
な
っ
て
い
ま
す
。
痛
風
発
作
は
多
く

の
場
合
、
１
週
間
程
度
で
治
ま
り
ま
す
。

し
か
し
大
抵
１
年
以
内
に
同
様
の
発
作
が

お
こ
り
ま
す
。
発
作
を
繰
り
返
し
て
い
る

と
、
足
首
や
膝
の
関
節
ま
で
腫
れ
、
発
作

の
間
隔
も
短
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
関
節

の
痛
み
だ
け
で
な
く
、
関
節
の
周
囲
や
身

体
に
結
節
が
で
き
た
り
、
腎
臓
が
悪
く
な

り
、
尿
路
結
石
が
で
き
た
り
し
ま
す
。
ま

た
尿
酸
値
の
高
い
状
態
が
続
く
と
、
心
血

管
障
害
や
脳
血
管
障
害
を
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

痛
風
の
治
療
に
は
、
痛
風
発
作
の
痛
み

を
抑
え
る
治
療
と
、
尿
酸
値
を
下
げ
る
治

療(

高
尿
酸
血
症
の
治
療)

と
い
う
二
つ

の
段
階
が
あ
り
ま
す
。

　

発
作
の
痛
み
を
抑
え
る
治
療
で
は
、
主

に
沈
痛
作
用
の
あ
る
非
ス
テ
ロ
イ
ド
系
抗

炎
症
薬
を
使
い
ま
す
。

　

尿
酸
値
を
下
げ
る
治
療(

高
尿
酸
血
症

の
治
療)

は
、
痛
風
発
作
の
痛
み
が
完
全

に
治
っ
て
か
ら
行
い
ま
す
。
尿
酸
を
下
げ

る
こ
と
が
痛
風
発
作
を
誘
発
す
る
可
能
性

が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

高
尿
酸
血
症
は
、
尿
酸
が
過
剰
に
生
産

さ
れ
て
い
る
場
合
と
尿
酸
が
正
常
に
排
泄

さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
場
合
、
こ
の
両
方

が
原
因
で
あ
る
場
合
の
三
つ
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
尿
酸
が
過
剰
に
生
産
さ
れ
る
の
を

抑
え
る
薬
物
と
、
尿
酸
の
排
泄
を
促
す
薬

物
が
あ
り
、
原
因
に
合
っ
た
も
の
が
処
方

さ
れ
ま
す
。
ま
た
尿
酸
値
は
、
食
生
活
と

密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
た
め
、
食
事
療
法

も
必
要
で
す
。
１
日
に
摂
取
す
る
適
切
な

カ
ロ
リ
ー
を
知
り
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
、
特
に
ビ
ー
ル
の
ほ
か
、
い
く
ら
や

レ
バ
ー
な
ど
の
プ
リ
ン
体
を
多
く
含
む
食

品
の
摂
取
を
控
え
め
に
し
ま
す
。
１
日
３

食
を
規
則
正
し
く
食
べ
、
尿
酸
の
排
泄
量

を
増
や
す
た
め
に
水
分
を
多
め
に
と
り
ま

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
控
え
、
塩
分
を
控
え

め
に
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

痛
風
は
早
期
に
発
見
し
、
正
し
い
治
療

を
受
け
れ
ば
健
康
な
生
活
が
送
れ
ま
す
。

　

定
期
的
に
血
液
検
査
を
し
、
血
清
尿
酸

値
が
高
い
場
合
は
主
治
医
と
相
談
し
速
や

か
に
治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。　

★今月の健康メモ★

痛　　風

かんまき３月号7校.indd   13かんまき３月号7校.indd   13 17/02/23   17:3417/02/23   17:34



14広報かんまき　平成 29（2017）年 3月号

　季節が春に近づいてきましたが、ま
だまだ寒い日が続いていますね。寒い
と外出が減り、運動不足になっていま
せんか？
　毎日今より 10分多く身体を動かす
こと（＋ 10）で、日常生活が制限され
ることなく生活できる期間（健康寿命）
を延ばせることが分かっています。い
つまでもやりたいことを思う存分でき
る自分でいるために、今日から＋ (プ
ラス)10(テン)を始めてみませんか？
＜身体活動の効果＞
・ストレス解消　・認知症予防
・体力がつく　　・生活習慣病予防など
＜＋ 10分、体を動かす簡単習慣＞
体を動かすチャンスはたくさんあります。
例えば．．．
「移動」「家事」「趣味」「テレビを見て
いるとき」
生活活動で＋ 10
・自転車で通勤、駅まで歩く、早歩き、
歩幅を広くする、階段を使う、電車や

〜
こ
れ
な
ら
で
き
る
！ 
＋
10
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜

元気 講座

プ
ラ
ス
テ
ン

プ
ラ
ス
テ
ン

バスでは立つ、歩いて買い物、子ど
もや孫と遊ぶ、犬の散歩　など
・ストレッチのタイミング
掃除や洗濯をしながら、テレビを見
ながら、調理の合間に、寝る前に
運動で＋ 10
ラジオ体操、ウォーキング、ジョギ
ング、ダンベル体操、サイクリング、
のんびり水泳、ゴルフなど．．．
趣味で行うスポーツを休日に行うの
もオススメ！
※運動の注意点
・運動を開始する前に、必ず体調を
チェック。体調が悪い時は、無理を
せず運動を中止しましょう。
・運動をする時
　運動前の準備体操と、後の整理体
操は、けがの予防と疲労回復に役立
ちます。忘れず実行しましょう。
　歩数計を活用することで、毎日の
歩数を記録するとはげみにもなりま
す。

～乳がん・子宮頸がん検診は受けましたか？～
　　今年度の対象のかたは、これが最後のチャンスとなります！！

▼と　き：３月 21日（火）
　　　　・乳がん、子宮頸がん検診のどちらかを受診のかた
　　　　　午後１時から１時 30分までと午後２時 30分から３時までのどちらか
　　　　・乳がん、子宮頸がん検診の両方を受診のかた
　　　　　午後１時 30分から２時 30分まで
▼ところ：２０００年会館　集団検診室
▼対象者： （乳がん）40歳以上（1976 年 12 月 31 日以前の生まれ）で誕生年が
　　　　　西暦偶数年生まれのかた
　　　　　（子宮頸がん）20歳以上（1994 年 12 月 31 日以前の生まれ）で誕生年が
　　　　　西暦偶数年生まれのかた
▼検査方法：・乳がん (視触診・マンモグラフィ )　・子宮頸がん (頸部細胞診・内診 )
▼定　員：先着順【要予約】　　・乳がん 50名　　・子宮頸がん 80名
▼費　用：各 1,000 円（75歳以上は 500 円）
※生活保護世帯のかたは無料です。事前に生き活き対策課で申請を行ってください。
▼申込方法：３月２日（木）午前８時 30分から電話か生き活き対策課窓口でお申し込み
　　　　　　ください。申し込み開始日で定員に達することもあります。
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★乳児相談
と　き：３月７日（火）
　　　　 午後１時 30 分から３時

まで受付
対象者： １歳になるまでの乳児と

保護者
内　容： 計測、相談（育児・発達・離

乳食など）午後２時から２
時15分は交流会を行いま
す（ふれあい遊び、保護者
の交流）。交流会の時間は、
計測を一時中断します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：３月 24日（金）
　　　　 午前９時から 11 時 30

分まで受付
対象者： １歳から就学前までの幼

児と保護者
内　容： 計測、相談（食事・子育

てなど）
持参品：母子健康手帳

★成人健康相談
と　き：３月 24日（金）【要予約】
　　　　 午前９時から 11 時 30

分までと午後１時 30 分
から４時まで受付

内　容： 糖尿病・高血圧・高脂血症・
　　　　 禁煙・生活習慣を改善し

たいかたなど、何でもお
気軽にご相談ください。

相　談
★ささゆりルーム相談日
乳幼児・成人健康相談
と　き： ３月 14日（火）
　　　　 午 前 10 時 から 11 時 30

分まで受付
　　　：３月 24日（金）
　　　　 午後１時 30 分から３時ま

で受付
内　容： （乳幼児）計測・育児や発達

についてなど
　　　　 （成人）糖尿病・高血圧・高

脂血症・禁煙・生活習慣病
を改善したいなど

ところ： アピタ１階　
　　　　ささゆりルーム

★認知症相談
と　き：３月 22日（水）
　　　　 午後 1 時 30 分から３時

30分まで
ところ：相談室 1
申込方法： 電話または、生き活き対策

課窓口へお申込みくださ
い。当日でも相談できます
が、お待ちいただく場合が
あります。ご了承ください。

対象者には個人通知します。
★乳児（３・10か月児）健康診査
３か月児
と　き：３月９日（木）
　　　： 午後１時から１時 30 分ま

で受付

ガ

プレイルーム利用日について

健康診査

平日、午前９時から午後５時まで
利用していただけます。

●問合先：生き活き対策課　☎７９－２０２０
●ところ：２０００年会館 (保健福祉センター )

対象者： 平成 28 年 11 月５日から
12月４日生まれの乳児

10 か月児
と　き：３月９日（木）
　　　　時間は個人通知します
対象者： 平成 28 年４月 10 日から

５月９日生まれの乳児

★３歳児健康診査
と　き： ３月 16日（木）
　　　　 午後１時から１時 30 分ま

で受付
対象者： 平成 25 年８月 11 日から

９月 17日生まれの幼児

★妊婦さん集まれ！【要予約】
と　き：A. ３月３日（金）
  　　　午後１時 30 分から３時分
　　　　まで
　　　　B. ３月７日（火）
　　　　午後１時 30 分から３時　
　　　　まで
内　容：A. 妊娠中の食事、沐浴体験
　　　　B. 助産師による安産のコツ
対象者：妊婦
持参品：母子健康手帳

教　室

　
「
自
分
の
家
で
最
期
を
迎
え
る
」
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際

に
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
で
す
。
本
人
や

家
族
が
在
宅
医
療
を
う
ま
く
や
っ
て
い
く

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
実
例
を

交
え
て
わ
か
り
や
す
く
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
と　

き　

３
月
25
日(

土)

午
後
２
時

　

30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ　

高
田
経
済
会
館
７
階
ホ
ー
ル

　
　
　

(

大
和
高
田
市
大
中
１
０
６
―
２)

▼
内　

容　

・
演
題
『
死
ぬ
こ
と
の
支
え
方
』

　

〜
住
み
慣
れ
た
家
で
最
期
を
迎
え
る
た
め
に
〜

　

講
師　

尾
﨑
誠
重
さ
ん(

医
療
法
人
西

　

和
会　

西
和
往
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長)

▼
募
集
人
数　

先
着
80
名

▼
申
込
方
法　

北
葛
城
地
区
医
師
会
ま
で
、

　

お
早
め
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

北
葛
城
地
区
医
師
会

　
　
　
　
　

☎
23
―
２
４
３
１

北
葛
城
地
区
医
師
会

公
開
市
民
講
座
開
催
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「注文した覚えのない商品の送り付け」
にご注意！
　注文した覚えのない商品を「あなたが注文した健康食品が出来まし
たのでこれから送ります。」と告げて送り付けるなどの行為を行ってい
た事業者が行政処分を受け、消費者庁からも注意が呼びかけられてい
ます。送り付け商法のトラブルに巻き込まれないよう注意しましょう。

【事例】
　「あなたが〇月〇日に注文した健康食品が出来ましたのでこれから送ります。」と突然電話が
あった。「頼んだ覚えはない。いらない。」と断ったところ、「申し込みの記録がある。忘れてい
るだけだ。キャンセルはできない。」と強い口調で言われ電話が切れた。翌日、商品が届いた。

【対処法】

　〈クーリング・オフの方法〉
①必ずハガキなどの書面で
②「この契約を解除します」ということを書き、契約年月日、商品名、
　契約金額、販売会社、担当者名、　記載した年月日、住所、氏名を書く
③ハガキの裏・表ともにコピーを取る
④郵便窓口で、特定記録郵便または簡易書留など郵便物を差し出した記
　録の残る方法で出し、受領証を受け取る
⑤ハガキのコピーと受領証は５年間保管する
※クーリング・オフ期間を過ぎているようにみえても、契約を解除でき
　る場合があります。あきらめずに、相談を！　

突然　「注文した覚えのない商品を送る」と電話がかかってきたら…
　→　「いりません」、「もう電話しないでください」
　　　はっきり断り、電話をすぐに切りましょう。
　　　※知らない相手からの電話に出ないために、留守番電話機能付きの電話機を
　　　活用するのも一つの方法です。

断っても「確かに注文している」「証拠がある」などと言われたら…
　→　「注文していません」「あなたの会社名と連絡先を教えてください」
　　　あわてずに、しっかり確認しましょう。

断ったはずの商品が届いてしまったら…
　→　「注文していないので、受け取りを拒否します」
　　　配送業者に注文していないことを伝え、受け取りを拒否しましょう。
　　　その際、差出人の会社や住所、電話番号をメモしておきましょう。
　　　商品代金は絶対に支払わないで！

断り切れずに購入してしまったら…
　→　届いた商品は開封しないで
　　　契約書面を受け取った日から 8日間以内であれば、クーリング・オフが可能です。

 のつぶやき
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通
信

図書館通信
新刊
紹介

L i b r a r y  c o mm u n i c a t i o n

ハリネズミ乙女、はじめての恋
●令丈ヒロ子著／ＫＡＤＯＫＡＷＡ

大阪の芸人一家に生まれたことに馴染めず人づきあいが
苦手な主人公は、ある日自分と会話の出来る不思議なハ
リネズミと出会います。ハリネズミとの交流を通して成長
していく姿を、優しくコミカルな文章で描いた小説です。

記憶をつなぐラブレター
●城戸真亜子著／朝日出版社
父の入院をきっかけに同居することになった母に認知症がは
じまっていたことで、介護に日々が始まりました。記憶が失わ
れる不安を少しでもなくしたいと、著者が母の記憶代わりに
描いた絵日記をもとに母との12年の歳月をふりかえります。

犬が来る病院
●大塚敦子著／角川書店

入院中の子どもたちに、少しでも豊かな時間を過ごしてもら
おうとやって来たセラピー犬が、子どもたちに笑顔をもたら
します。聖路加国際病院で難病治療に専念する子どもたちと
セラピー犬との触れ合いを綴ったノンフィクションです。

3月のお話会ピーターパン 図書館カレンダー
●７日(火)
●11日(土)
●25日(土)

午前10時30分から
午後２時から
午後２時から

休館日のお知らせ

上牧町ホームページ・図書館ページから蔵書検索ができます。

※本、ＡＶ資料は期限内に返却しましょう。

〈 図書館の開館時間 〉 午前９時から午後５時まで ☎78-9903

※毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
　毎月末日（休館日にあたる時はその翌日も休館）
　年末、年始（12/27～１/5）

6
（月）

13
（月）

21
（火）

27
（月）

31
（金）

3月

小学校の生活
●はまのゆか著／学研プラス
４つきから小学1年生の子どもたちの「小学校はどんなところ？」
の疑問に、イラストでわかりやすく答えています。すでに小学生
の子どもや大人にとっては、自分たちの学校生活と比べながら、
家族と一緒に楽しめる会話もはずむ生活絵本です。(児童書)

東海道新幹線の車窓は
こんなに面白い
飛ぶように過ぎていく新幹線の車窓ですが、気を付けて眺め
ていると思わぬものを発見できるかもしれません。富士山な
どの自然風景や不思議な建物と共に、東京から大阪間を走る
東海道新幹線を様々なエピソードを交えて紹介した本です。

編集後記

M のつぶやきのつぶやき

　今年ももう３月に突入しまし

た。広報を担当するようになり、

本当に１ヶ月、１年があっという

間に過ぎていく気がします。そ

の1年の締めくくりとして毎年

掲載させていただく卒業式もあ

と少し。毎年、みなさんの輝か

しい姿を見ては感動している私

です。次号、４月号でみなさんの

旅立ちの姿を掲載します。

　だんだん過ごしやすい季節に

なってきますが、花粉の季節で

もあります。春の訪れを複雑な

気持ちで迎える私です。

●栗原景著／東洋経済新報社

広報かんまき　平成 29（2017）年 2月号17
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■広報「かんまき」の広告／広報「かんまき」の紙面に町の財源確保の一環
として申し込み順に有料広告を掲載しています。これらについては町が広
告主の利用を特別に推奨したり、その内容を保証するものではありません
ので、ご利用にあたってはご自身の判断でお願いします。掲載ご希望のかた
は、毎月５日までに広告案を持参のうえ、政策調整課へお申し込みください。

法律相談

上牧町主催（偶数月に開催）
●担　当／弁護士
●と　き／2・4・6・8・10・12月の第１水曜日 午後１時30分～４時30分
●ところ／2000年会館
●定　員／申込順６名（予約制・随時予約）
●内　容／各種法律問題全般
●申込・問合先／政策調整課　☎役場内線261番
中南和法律相談センター（奇数月に開催）
●担　当／弁護士
●と　き／1・3・5・7・9・11月の第２金曜日 午後１時～４時
●ところ／2000年会館
●定　員／申込順６名（相談日１週間前より予約受付）
●内　容／各種法律問題全般
●申込・問合先／奈良弁護士会　☎0742-22-2035

人権相談
●担　当／人権擁護委員
●と　き／毎月第２金曜日 午後１時～４時
●ところ／2000年会館
●内　容／人権問題全般
●問合先／福祉課　☎役場内線145番

行政相談
●担　当／行政相談委員
●と　き／毎月第２金曜日 午後１時～４時
●ところ／2000年会館
●内　容／役所の仕事について全般
●問合先／政策調整課　☎役場内線261番

納税相談
●担　当／徴税吏員
●と　き／毎月第２水曜日 午後1時～3時30分
●ところ／役場１階　徴収課
●定　員／申込順５名（相談日１週間前より予約受付）
●内　容／町税と介護保険料、後期医療保険料について
●申込・問合先／徴収課　☎役場内線125番

生活自立相談
●担　当／奈良県中和･吉野生活自立サポートセンター
●と　き／毎月第２木曜日 午後１時30分～４時30分
●ところ／役場１階相談室
●内　容／生活に困っている、仕事が見つからない、
 経済的にお困りのかたへの相談・支援
●問合先／奈良県中和･吉野生活自立サポートセンター☎0120-85-1225

消費生活相談
●担　当／消費生活相談員
●と　き／毎週火曜日 午後１時～５時
 毎週木曜日 午前９時～午後１時
 （上記共、祝日は除く）
●ところ／上牧町役場１階相談室
●と　き／毎週月曜日 午後１時～５時
 毎週水曜日 午前９時～午後１時
 （上記共、祝日は除く）
●ところ／河合町役場２階相談室
 （河合町での相談もできます）
●内　容／消費生活問題全般・多重債務問題
●問合先／政策調整課　☎役場内線261番
土・日・祝日に利用できる消費生活相談窓口
消費者ホットライン　
相談受付時間　午前10時～午後4時　188(局番なし）
公益社団法人　全国消費生活相談員協会　
東京　土・日　午前10時～12時　午後1時～4時
　　　　　　 ☎03-5614-0189
大阪　日曜日 午前10時～12時　午後1時～4時
　　　　　　 ☎06-6203-7650
公益社団法人　日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会
東京  　日曜日　午前11時～午後4時☎03-6450-6631
関西分室  土曜日　午前10時～午後4時☎06-4790-8110

教育相談
●担　当／学校指導主事
●と　き／毎週火曜日 午後１時30分～４時
●相　談／電話による相談 役場内線119番
●内　容／教育問題全般
●問合先／教育総務課　 ☎役場内線119番

スクールカウンセラー教育相談
●担　当／スクールカウンセラー
●内　容／教育問題全般
●ところ／①上牧中学校
●と　き／3月14日（火）
 午前11時～午後５時
●申込先／上牧中学校　☎76-5479

●ところ／②上牧第二中学校
●と　き／3月13日（月）
 午前11時～午後５時
●申込先／上牧第二中学校　☎72-3700
●問合先／教育総務課　☎役場内線134番

発
行

上
牧
町
役
場 

政
策
調
整
課

各種相談のご案内

町の木

世帯数
男　性
女　性

9,846
10,850
11,974

（－ 11）
（－ 22）
（－ 27）

合　計 22,824（－ 49）

まき 町の花 ゆり

町の動き
平成29年1月末日現在

地域密着型で効率的な広告

月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

広報 かんまき
上牧町役場政策調整課　　0745-76-1001

●掲載料…1枠 1万円／2枠 2万円
※この見本の大きさは１枠です 高さ59mm×幅85mm

お店の広告は広報紙で

見本

上牧町は非核・平和都市宣言の町です

※（　）は前月比

◆上牧町ホームページ　http://www.town.kanmaki.nara.jp/
◆Eメール　kanmaki＠plum.ocn.ne.jp
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3
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